
相馬地域における透析医療提供体制の整備について 
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相馬郡医師会では、相馬地域における透析医療の深刻な状況を受け、関係医療機関と

ともに、地域が連携して透析患者の受入拡大に努めてきましたが、年度内に、住民が地

域内で透析医療を受けるために必要な透析医療提供体制について、一定程度整備できる

見通しとなりましたので、お知らせします。 

記 

１ 相馬地域における透析医療提供体制の課題 

○ 待機者が多数いるなど、相馬地域に居住している透析患者が、地域内で人工透析

を受けることができない状況。（多くの透析患者が宮城県の医療機関に通院） 

○ 帰還への影響が懸念されるため、早急に、透析医療提供体制の整備を図る必要。 
 

２ 透析患者の受入拡大の取組 

 ① 透析医療を行っている医療機関は受入患者の拡大に努めました。また、既存医療

機関が対応できない分については、公的医療機関が新たに透析医療に取組むなど地

域が一体となって、待機者や遠距離通院している患者の解消を図りました。 

   ※ 今年度中に１６名受入拡大、来年度、さらに２０名程度受入拡大の見込み 

② 帰還の進展等に伴い、今後、医療需要の増大が見込まれるため、引き続き、地域

として、中長期的な医療需要に対応できる体制の確保に向けて取り組んでいきます。 
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宮城県の医療機関に通院 

西病院：休止中 

相馬市 

南相馬市 

 H29：受入患者６名増 

６名程度新規受入可能 

 

 既存医療機関で受入拡大 

できない分を新規実施 

 

 

透析装置２台増設 
「ときわ会」から技術支援 

 

相馬中央病院 
稼働台数：２０台 

受入患者：５６名 

（小高区） 

大町病院 
稼働台数：１６台(MAX) 
受入患者：３２名 

H29：６名程度受入見込み 

3/1 受付開始、3/26 診療開始 

※今後 24名程度まで受入拡大 

 

中長期的な医療需要に対

応するため、対策を検討 

 

 鹿島厚生病院 ほか 

南相馬市立総合病院 

透析装置８台新設 
県立医大が指導・支援 

 

透析患者の帰還促進 

 

◇ お問合せ先 ◇ 
一般社団法人相馬郡医師会 ☎０２４４-２６-１８８３（担当：事務局長 志賀） 
 福島県地域医療課    ☎０２４-５２１-７２７１（担当：課長 平、主幹 渡辺） 

※ 受入できる症状や時期が異なりますので、詳細については医療機関にお問合せください。 
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H29：受入患者４名増 

 

透析装置１台増設 

 

小野田病院 
稼働台数：３２台(MAX) 
受入患者：７３名 

徐々に減少

する見込み 

公立相馬総合病院 
稼働台数：１７床 
受入患者：４８名  

※合併症などの対応が必要な 
透析患者を受入 


